
付紙様式第２ 

事   業   評   価   書 

補 助 事 業 名  小牧基地関連公共用施設小牧市西部コミュニティセンター施設整備事業 

補 助 事 業 者 名 小牧市長 

実  施  場  所 小牧市大字西之島 528番地 1 

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標 

 小牧市西部コミュニティセンターは、巾下地区のコミュニティ活動の拠

点として使用しており、本施設を引き続き使用することは地域交流及び健

康増進を図る上で不可欠なものである。平成１７年１１月に開館してか

ら、１９年が経過しＧＨＰエアコンに不具合が生じている。このため、本

施設の改修を行い、利用者が安全かつ快適に利用できる環境を整え、今後

も安定的に使用できるように措置することで、地域交流及び健康増進に資

する環境を整備する。 

補 助 事 業 の 内 容  
西部コミュニティセンター空調機改修工事 

GHP-5,GHP-6,GHP-9系統の室内機と室外機の改修（静養室を除く） 

補助事業の始期及び終期 令和６年度 

 

 

事業費及び交付金額 

 令和６年度 計 

事業費 
円 

24,811,843 

円 

24,811,843 

交付金額 
円    

20,000,000 

円   

20,000,000 

補助事業の成果及び評価 

並びに地域住民への周知 

の実施状況 

 改修工事完了後、西部コミュニティセンターの利用者を対象に、「会議

室をご利用の方へ 新しくなった空調はいかがですか」とアンケートを実

施したところ、回答者の９８％の方が「良い」「どちらかというと良い」

との結果でした。この結果から、本事業の実施により西部コミュニティセ

ンターの利用者が安全かつ快適に利用でき、今後も安定的に使用できるよ

うにするという事業の成果目標が概ね達成されたものと思われる。今後

も、地域の交流及び健康増進の拠点として、地域住民により活用されるこ

とが期待される。 

また、巾下地区の区長への説明を行う際に、防衛省の交付金事業である

ことを周知するとともに、工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金で

ある旨を記載した上で工事を行うことにより、地域住民へ周知を図った。 

事業の改善措置及び 

今後の対応 

 無 

事業評価に際しての第三 

者機関の活用の有無 

 無 

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・その他・運用益・

計）、基金処分額及び基金残額についても起債すること。 

  ２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。 


